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二
○
○
二
年
・
平
成
十
四
年
の
新
年

を
寿
ぎ
、
東
由
利
町
に
と
っ
て
も
皆
様

に
と
っ
て
も
、
幸
多
い
良
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
二
十
一
世
紀
幕
開
け
の
期
待

の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
る
で
世
紀

末
の
気
分
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
大

不
況
の
中
次
々
と
大
事
件
が
起
こ
り
、

世
界
中
が
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
吸
い
込

ま
れ
る
よ
う
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

極
め
付
け
が
九
月
十
一
日
に
発
生
し

た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩
天
楼
、
世
界

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
旅
客
機
が
体
当

た
り
し
て
起
き
た
同
時
テ
ロ
に
全
世
界

が
身
震
い
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
テ
ロ

を
許
さ
ず
と
米
国
と
そ
の
同
盟
軍
が
テ

ロ
を
支
援
す
る
タ
リ
バ
ン
政
権
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
空
爆
を
開
始
、
世
界
が

戦
争
の
恐
怖
に
お
の
の
い
た
こ
と
で
し

た
。我

が
国
で
は
四
月
に
、
国
民
支
持
率

が
一
○
％
に
も
満
た
な
い
不
評
の
森
内

閣
か
ら
小
泉
内
閣
に
政
権
が
変
わ
り
、

支
持
率
も
八
○
％
を
超
え
、
聖
域
な
き

構
造
改
革
を
標
榜
し
奮
闘
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
に
代
表
さ

れ
る
不
況
も
あ
っ
て
、
完
全
失
業
率
が

五
％
を
超
す
な
ど
大
苦
戦
も
強
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
も
そ
の
大
き
な
波
に
巻
き
込

ま
れ
、
由
利
本
荘
の
弱
電
関
係
企
業
が

大
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
農
業
も
稲

作
は
県
の
作
況
が
一
○
一
、
一
等
米
比

率
も
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
幅
減
反

に
も
か
か
わ
ら
ず
需
要
の
伸
び
が
な
く

価
格
は
期
待
程
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
九
月
に
は
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な

狂
牛
病
問
題
が
発
生
、
肥
育
・
繁
殖
牛

と
も
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。こ
れ
ら
、

多
く
の
課
題
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
平

成
十
四
年
が
始
ま
り
ま
す
。
問
題
解
決

の
た
め
、
関
係
者
も
機
関
も
そ
れ
ぞ
れ

に
大
汗
を
か
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
大
激
動
の
中
で
し
た
が
、

昨
年
、
町
は
順
調
な
積
み
上
げ
が
出
来

た
年
で
あ
っ
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
、
そ
し
て
将
来
の
町
村
合
併

も
視
野
に
新
役
場
庁
舎
の
建
築
に
着
手

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
山
紫
水

明
の
里
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
す
八
塩

い
こ
い
の
森
も
、
八
月
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
オ
ー
プ
ン
を
も
っ
て
当
初
計
画

の
事
業
が
ひ
と
ま
ず
完
了
出
来
ま
し

た
。
新
世
紀
を
記
念
し
て
の
一
年
生
に

よ
る
八
塩
植
樹
祭
も
実
施
で
き
、
第
五

十
回
秋
田
県
植
樹
祭
で
植
え
た
桜
と
一

緒
に
近
い
将
来
、
黄
桜
の
開
花
が
楽
し

め
ま
す
。

ま
た
、
町
の
功
労
者
お
三
方
が
叙
勲

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
し
、
十
一
月
に
は

本
町
初
の
秋
田
県
文
化
功
労
者
に
、
同

じ
く
町
功
労
者
の
高
橋
宏
幸
先
生
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
に
叱
咤
激
励

さ
れ
た
思
い
の
強
い
一
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

さ
て
今
年
で
あ
り
ま
す
が
、
十
一
月

に
は
役
場
新
庁
舎
が
竣
工
に
な
り
ま
す

か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
転
作
業
に
心
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四
月

に
は
堆
肥
処
理
施
設
も
稼
働
し
ま
す
の

で
運
営
を
担
当
す
る
『
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん

せ
い
』
さ
ん
と
も
よ
く
連
携
し
て
、
味

覚
を
高
め
る
土
壌
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
じ
く
四
月
に
は
、
大
琴
・
高
瀬
の

両
小
学
校
が
統
合
に
な
り
ま
す
。
少
子

化
の
た
め
と
は
い
え
大
琴
小
の
閉
校
は

残
念
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
両
校

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
特
徴
を
出
し
合
っ

て
、
高
瀬
小
の
新
し
い
校
風
が
で
き
あ

が
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
農
業
集
落
排
水
事
業
は
蔵
・
法
内

地
区
が
本
格
化
し
て
参
り
ま
す
。
地
方

分
権
が
ら
み
の
町
村
合
併
論
議
に
も
い

よ
い
よ
本
腰
を
据
え
て
か
か
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
大
な
年
に
な
る
と
の
認

識
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
激
動
す
る
日
本
の
中
で
、
東

由
利
町
も
精
一
杯
頑
張
れ
る
年
に
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
思
い
の
成
就
も
健
康
が
基
本
で

す
。
町
民
皆
様
が
健
康
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
懸
命
に
活
動
で
き
る
平
成
十

四
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

東
由
利
町
長

阿
　
部
　
幸
　
悦

健
康
で
懸
命
に
活
動
で
き
る
一
年
に
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3月22日から29日までの7日
間、東中生10人がサウス中学と
の交流授業やホームステイなど
海外研修を行いました。

東
由
利
中
海
外
研
修
（
ア
メ
リ
カ
）

2月25日、たけし軍団が来町
し、地元「なめんなよー」チー
ムと対戦。会場には2000人の観
客が詰めかけました。

第
10
回
記
念
県
選
抜
野
球
大
会

資源循環型農業を推進する施設とし
て期待されている「家畜糞尿処理施設」
の起工式が8月31日、坪倉地内で行われ
ました。完成は平成14年3月の予定です。

家
畜
糞
尿
処
理
施
設
起
工
式

5月11日、新世紀を記念して、黄桜
や八重桜など95本の苗木が町内小学
校1年生とその保護者たちによって
八塩いこいの森に植えられました。

２
０
０
１
年
記
念
町
植
樹
祭

8月1日、八塩いこいの森にパ
ークゴルフ場がオープン。誰もが
楽しめるレクリエーション施設と
しての活用が期待されています。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

第10回高橋宏幸賞表彰式が12月16日、有鄰館
で行われました。この宏幸賞をはじめとし、さま
ざまな文化活動の功績が認められ、11月2日、高
橋宏幸氏は県文化功労者表彰を受けました。

第
10
回
高
橋
宏
幸
賞
表
彰
式

町
役
場
新
庁
舎
の
建
設
が
９
月
４

日
、
老
方
地
内
で
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
14
年
11
月
の
完
成
を
目
指
し
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

役
場
新
庁
舎
起
工
式

大琴小学校の閉校式が11月3
日、同小学校で行われ、卒業生
や歴代の校長先生、教師など
268人が出席しました。

大
琴
小
閉
校
式

いろいろなことがあった一年でした 

◆
１
月

・
新
春
町
政
座
談
会
（
４
〜
６
日
）

・
消
防
出
初
式
（
６
日
）

・
町
民
海
外
研
修
（
16
〜
22
日
）

◆
２
月

・
国
勢
調
査
の
町
人
口
が
４
８
６
０
人
に

・
町
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
11
日
）

・
雪
も
の
が
た
り
（
17
〜
18
日
）

◆
３
月

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
芸
術
文
化
賞
表
彰
式

（
８
日
）

・
第
13
回
女
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
28
日
）

◆
４
月

・
大
袖
・
東
由
利
簡
水
統
合
（
５
日
）

・
県
知
事
選
挙
（
15
日
）

・
自
治
会
長
会
議
（
20
日
）

・
町
農
業
委
員
一
般
選
挙
（
24
日
）

◆
５
月

・
黄
桜
ま
つ
り
（
12
〜
13
日
）

・
東
京
東
由
利
会
総
会
（
20
日
）

◆
６
月

・
藤
丸
会
郷
土
訪
問
さ
な
ぶ
り
大
会（
３
日
）

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
17
日
）

・
敬
老
会
・
70
歳
を
祝
う
会
（
20
日
）

・
第
46
回
町
畜
産
共
進
会
（
30
日
）

◆
７
月

・
町
消
防
訓
練
大
会
（
22
日
）

・
少
年
自
然
教
室
（
25
〜
26
日
）

・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
29
日
）

◆
８
月

・
親
子
ワ
ク
ワ
ク
つ
り
教
室
（
14
日
）

・
成
人
式
（
15
日
）

・
第
43
回
社
会
人
野
球
大
会（
15
〜
18
日
）

・
大
琴
小
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
セ
レ
モ

ニ
ー
（
16
日
）

・
東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
夏
祭
り（
28
日
）

◆
９
月

・
米
松
三
兄
弟
ふ
る
さ
と
を
唄
う
（
１
日
）

・
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
ニ
コ
ラ
先
生
就
任
（
１
日
）

・
第
88
回
県
畜
産
共
進
会
（
２
日
）

・
合
同
金
婚
式
（
14
日
）

・
開
場
記
念
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会（
15
日
）

・
第
25
回
全
県
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い

（
20
日
）

◆
10
月

・
広
域
関
連
農
道
開
通
（
２
日
）

・
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
７
日
）

・
紅
葉
の
八
塩
登
山
（
21
日
）

・
秋
ま
つ
り
２
０
０
１
（
27
〜
28
日
）

・
第
９
回
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
（
28
日
）

◆
11
月

・
第
１
回
や
し
お
紅
葉
ま
つ
り
（
４
日
）

・
郡
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
（
13
日
）

・
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ

（
16
日
）

・
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
（
20
日
）

・
町
特
産
品
フ
ェ
ア
（
25
日
）

◆
12
月

・
大
平
ス
キ
ー
場
開
き
（
21
日
）
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今
年
は
午
年

馬
と
聞
く
と
真
っ
先
に
競
馬

を
連
想
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
馬
同
士
を
走
り
競
わ

せ
る
行
事
は
、
走
馬
、
競
馬

な
ど
と
い
っ
て
、
奈
良
時
代
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に

端
午
の
節
句
（
五
月
五
日
）
の

競
馬
は
恒
例
で
、
と
き
の
天
皇

が
臨
観
し
た
と
の
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

現
代
で
は
、
競
馬
と
い
え
ば

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
。
よ
り
速
く
走

る
よ
う
に
と
、
品
種
改
良
を
重

ね
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
馬
で

す
。
広
い
胸
幅
、
よ
く
発
達
し

た
後
躯
、
四
百
キ
ロ
を
超
す
身

体
を
支
え
る
細
い
足
。
た
て
が

み
を
な
び
か
せ
て
走
る
姿
は
、

「
走
る
芸
術
品
」
と
い
わ
れ
る

だ
け
あ
っ
て
、
ほ
れ
ぼ
れ
す
る

美
し
さ
で
す
。

一
方
で
「
馬
の
耳
に
念
仏
」

「
馬
耳
東
風
」
と
、
無
反
応
、

役
立
た
ず
の
代
表
の
よ
う
に
言

わ
れ
る
馬
の
耳
。
私
た
ち
が
何

気
な
く
使
っ
て
し
ま
う
諺
で

す
が
、
実
は
、
馬
の
耳
は
、
前

方
に
あ
る
物
の
距
離
を
測
る
な

干
支
紹
介

①社会人になったことです。

②目標に向かって勉強を頑張り飛

躍の年にしたいです。

③湯楽里の裏の公園

④高齢化社会に向けてお年寄りの

元気な町になってほしいです。

小
　
野
　
智
　
樹
さ
ん

講
　
師

（
中
通
・
昭
和
53
年
生
ま
れ
）

①何といっても皇太子御夫妻の長
女、敬宮愛子様のご誕生です。
②より多くのお客様に少しでも顔
を覚えていただくために仕事を
頑張りたいです。
③町全体です。特に春夏秋冬を感
じるには東由利が県内一だと思
います。
④馬力のある町、モー太くんと共
に頑張る町になってほしいです。

櫛
　
野
　
善
　
健
さ
ん

湯
楽
里
従
業
員

（
下
小
路
・
昭
和
41
年
生
ま
れ
）

①学校のわくわく体験旅行で小岩
井に行ったこと。友達と一緒に
泊まれて楽しかったです。
②将来大工さんになりたいので、
算数を頑張りたいです。
③大台の川です。水がきれいで毎
年夏になるとイワナやヤマメを
釣りに行きます。
④川にごみがない町であってほし
いです。

木
　
島
　
大
　
地
さ
ん

大
琴
小
６
年

（
大
台
・
平
成
２
年
生
ま
れ
）

午年生まれの皆さんに聞きました

《質問事項》
①2001年で最も印象に残っている
ことは
②2002年の抱負は
③町内で好きな場所は
④あなたが描く
東由利町の未
来像は
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ど
、
優
れ
た
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。

「
馬
の
耳
に
念
仏
」
は
、
悠

然
と
し
た
馬
の
姿
か
ら
連
想
さ

れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
が
、

馬
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
話
で
す

ね
。馬

は
、
人
間
の
願
い
ご
と
に

も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
、

絵
馬
で
す
。
そ
の
昔
神
に
祈
願

し
て
か
な
え
ら
れ
た
と
き
、
神し
ん

馬め

と
す
る
よ
う
に
馬
を
献
納
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
貧
し
い
民

は
馬
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
代
わ
り
に
馬
の
絵
を

描
い
た
り
、
馬
の
形
に
作
っ
た

木
片
を
献
じ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
絵
馬
の
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

午
年
の
今
年
も
ま
た
、
神
社

に
は
た
く
さ
ん
の
絵
馬
が
献
納

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年

を
健
康
に
、
無
事
に
過
ご
せ
ま

す
よ
う
に
、
そ
し
て
世
界
に
平

和
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
と
、
心

か
ら
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

①仙台に旅行に行ったとき、偶然
同郷の人にあってふるさと話に
花が咲いたことです。
②折り紙や編み物で小物作りにチ
ャレンジしたいです。
③八塩山の紅葉です。今年の秋に
散策したときは素晴らしかった
です。
④いろいろな人と交流できる場所
や機会のある町であればいいと
思います。

千
　
葉
　
チ
　
ヱ
さ
ん

主
　
婦

（
蔵
新
田
・
昭
和
５
年
生
ま
れ
）

①パークゴルフ場が八塩いこいの森
にできたことです。70歳以上の大会
で優勝したこともうれしかったです。
②スポーツや山歩きをして体力作り
を頑張りたいです。
③パークゴルフ場は子どもからお年
寄りまで楽しめるので気に入って
います。
④いろいろな世代の人が言葉を交わ
し、お互いを思いやれる町になっ
てほしいです。

佐
　
藤
　
銀
一
郎
さ
ん

無
　
職

（
田
代
・
大
正
７
年
生
ま
れ
）

①孫の采海（あやか）が生まれ、家
の中が明るくなったことです。
②家族全員が健康で過ごせればい
いと思います。
③高村の山はキノコがたくさん採
れます。
④働く場所がたくさんあって活気
のある町になってほしいです。

遠
　
藤
　
ヤ
ス
子
さ
ん

農
　
業

（
小
倉
・
昭
和
29
年
生
ま
れ
）

①娘が結婚したことです。
②植木や鳥の飼育など趣味を充実
させたいです。
③ボツメキ水源地です。孫のミル
クもボツメキの水で作っていま
す。
④若い人たちが集まってくるよう
な町になってほしいです。

鈴
　
木
　
重
　
義
さ
ん

農
　
業

（
地
下
沢
・
昭
和
17
年
生
ま
れ
）



十
二
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議

案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

基
盤
整
備
促
進
事
業

（
下
小
屋
地
区
）
の
施
行

▼
事
業
費
四
千
五
百
万
円
／
延
長
五
九
四

�
／
幅
員
四
・
〇
�

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
袖
山
沢
中
線

開
設
工
事
請
負
契
約
額
六
千
三
十
七
万
五

千
円
を
六
千
八
百
九
十
万
九
千
四
百
円
に

改
め
た
も
の
。

町
入
湯
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

入
湯
税
納
入
申
告
書
な
ど
様
式
の
一
部

を
改
正
し
た
も
の
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
土
地
改
良
事
業
）の
施
行

▼
工
種
・
か
ん
が
い
排
水（
排
水
路
）／

事
業
量
二
、
六
二
八
�
（
八
路
線
）／
事

業
費
五
千
七
百
万
円
。

折
橋
地
区
（
久
保
地
内
）
な
ど
七
地

区
の
排
水
路
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
し

た
も
の
。一

般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
二

千
四
百
三
十
二
万
八
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
四
十
四
億
二
千
三
百
六
十

六
万
二
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と
な

っ
た
主
な
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は
次

の
と
お
り
。

▼
介
護
保
険
広
域
組
合
負
担
金
六
百
六

十
三
万
五
千
円
▼
保
育
所
措
置
費
負
担

金
千
三
百
万
円
▼
児
童
手
当
百
六
十
八

万
円
▼
予
防
接
種
業
務
委
託
料
百
五
十

四
万
六
千
円
▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
広
域
組

合
負
担
金
百
四
十
四
万
三
千
円
▼
直
接

支
払
制
度
交
付
金
六
千
八
百
五
十
五
万

九
千
円
▼
排
水
路
工
事
（
七
地
区
）
請

負
費
四
千
八
百
二
十
五
万
円
▼
台
山
線

歩
道
整
備
事
業
費
二
千
四
百
七
十
七
万

円
▼
災
害
復
旧
事
業
費
一
億
九
百
二
十

四
万
六
千
円

国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
千
九
百
二
十
五
万
七

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
四
億
七

千
四
百
十
万
五
千
円
と
し
た
も
の
。
主

な
歳
出
は
国
保
で
支
払
う
医
療
費
千
二

百
十
九
万
六
千
円
の
追
加
。

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
六
万
六
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
一
億
六
千
二
百
六
十
七
万
円
と

し
た
も
の
。

東
光
苑
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
百
六
十
八
万
四

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
億
九

千
二
百
九
十
二
万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

歳
出
追
加
の
内
訳
は
人
件
費
。
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町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
十
二
月
五
日
に
招
集
さ
れ
、
七
日
ま
で
の

三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
含
む
八

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
専
決
処
分
三
件
を
承
認
、
諮
問

一
件
に
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
工
事
費
に

一
億
九
百
二
十
四
万
円
追
加

議
会
12
月
定
例
会

■
大
火
防
止
訓
練

十
一
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
秋
の
火
災

予
防
運
動
週
間
。
初
日
の
四
日
に
は
大
琴

地
区
で
大
火
防
止
訓
練
を
実
施
。

■
郡
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

十
一
月
十
三
日
有
鄰
館
を
会
場
に
開

催
。
由
利
郡
十
町
か
ら
約
一
〇
〇
人
が
参

加
。

■
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い

十
一
月
二
十
日
に
有
鄰
館
で
開
催
。

■
民
生
児
童
委
員
の
改
選

十
一
月
三
十
日
に
三
年
間
の
任
期
が
終

わ
り
、十
二
月
一
日
か
ら
新
委
員
に
よ
る
活

動
が
開
始
。六
人
が
退
任
、新
任
四
人
。
定

数
改
正
に
よ
り
二
十
五
人
か
ら
二
十
三
人

に
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
防
接
種
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
十
一

月
七
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
長
行
政
報
告
の
要
旨



六
十
五
歳
以
上
の
希
望
者
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
。

■
介
護
保
険
の
状
況

十
月
か
ら
保
険
料
に
対
す
る
国
の
負
担

が
な
く
な
り
全
額
被
保
険
者
負
担
に
。

現
在
の
認
定
状
況
は
要
支
援
三
一
人
、

介
護
一
が
六
一
人
、
二
が
四
一
人
、
三
が

四
三
人
、
四
が
四
五
人
、
五
が
三
六
人
の

計
二
五
七
人
。

介
護
保
険
給
付
費
は
二
億
八
千
七
百
九

十
一
万
三
千
九
百
四
十
四
円
。
被
保
険
者

一
人
平
均
十
七
万
九
千
七
百
二
十
一
円
。

■
粗
大
ゴ
ミ
捨
て
場
下
流
の
水
質
検
査

実
施

十
月
二
十
二
日
に
カ
ン
ナ
平
粗
大
ゴ
ミ

捨
て
場
下
流
の
溜
め
池
の
水
を
採
取
し
、

県
総
合
保
健
事
業
団
で
四
十
二
項
目
に
つ

い
て
検
査
し
た
結
果
、
全
て
の
項
目
が
基

準
値
以
下
の
数
値
で
あ
っ
た
。

■
ス
ノ
ー
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
開
始

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
雪
寄
せ
が

困
難
な
世
帯
に
対
し
十
二
月
三
日
か
ら
ス

ノ
ー
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
。
現
在
巡
回
対
象

は
三
十
世
帯
。

■
稲
作

十
一
月
二
十
日
現
在
の
平
成
十
三
年
度

産
水
稲
の
出
荷
状
況
は
一
二
〇
、
八
二
四

袋
。
集
荷
率
九
六
�
（
Ｊ
Ａ
管
内
九
〇
・

六
�
）。

斑
点
カ
メ
ム
シ
等
の
徹
底
防
除
に
よ

り
、本
町
の
一
等
米
比
率
は
九
六
・
二
�
に
。

平
成
十
四
年
度
生
産
調
整
の
配
分
面
積

は
三
七
四
�
で
十
三
年
度
よ
り
一
六
�
減
。

■
畑
作

十
一
月
一
日
現
在
の
平
成
十
三
年
度
畑

作
物
の
総
売
上
額
は
、
九
千
八
百
三
十
二

万
二
千
円
。
前
年
比
数
量
が
ア
ッ
プ
し
た

も
の
は
さ
や
え
ん
ど
う(

一
〇
四
・
七
�)

な
ど
。
逆
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
は
ホ
ウ
レ

ン
草(

三
〇
・
六
�)

、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

（
七
九
・
一
�
）
な
ど
。

■
畜
産

平
成
十
三
年
度
の
家
畜
市
場
は
、
前
年

比
売
上
頭
数
で
九
九
・
七
�
、
総
売
上
額

が
九
四
・
九
�
。

狂
牛
病
対
策
と
し
て
、
十
月
十
八
日
か

ら
と
殺
牛
に
つ
い
て
全
頭
の
検
査
体
制
を

実
施
。
そ
れ
以
前
に
と
殺
さ
れ
た
牛
肉
は

市
場
隔
離
し
、
今
後
は
牛
海
綿
状
脳
症

（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）に
汚
染
さ
れ
た
牛
肉
が
出
回
る

危
険
が
な
く
な
り
安
全
宣
言
が
な
さ
れ

た
。ま

た
、
県
が
飼
料
肉
骨
粉
の
使
用
状
況

を
全
農
家
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
そ

の
形
跡
な
し
。

■
直
接
支
払
制
度

直
接
支
払
い
基
準
検
討
会
を
開
催
し
、

平
成
十
三
年
度
の
急
傾
斜
地
三
九
・
六

�
、
緩
傾
斜
地
七
五
六
・
五
�
計
七
九

六
・
一
�
の
対
象
農
地
と
九
十
五
の
集
落

協
定
を
認
定
。

■
土
地
改
良

県
営
葎
沢
地
区
ほ
場
整
備
事
業
は
、
換

地
処
分
が
十
月
、今
年
度
分
の
残
工
事（
湧

水
処
理
等
）
が
十
一
月
末
を
も
っ
て
完
了
。

■
林
業

造
林
事
業
は
十
月
末
に
終
了
。

県
高
能
率
生
産
団
地
路
網
事
業
基
幹
作

業
道
工
事
、
牧
山
線
の
平
成
十
三
年
度
分

三
八
六
・
三
�
が
完
成
。

■
国
道
一
〇
七
号

板
戸
二
工
区
、
延
長
約
一
九
五
�
の
ト

ン
ネ
ル
本
体
工
事
は
平
成
十
五
〜
十
六
年

度
実
施
予
定
。
ま
た
、
三
工
区
（
延
長
約

一
、
五
〇
〇
�
）
は
平
成
十
七
年
度
ま
で

実
施
予
定
。

■
神
岡
南
外
東
由
利
線

岩
館
バ
イ
パ
ス
工
事
（
延
長
一
、
三
七

〇
�
、
総
事
業
費
一
、
一
〇
〇
百
万
円
）

は
、
岩
館
側
橋
台
一
基
と
楢
渕
横
渡
線
と

の
交
点
工
事
は
仮
設
道
路
を
設
置
し
実

施
。ま

た
、
新
処
流
雪
溝
整
備
（
延
長
一
、

〇
七
〇
�
）
は
一
部
用
地
と
流
末
調
整
が

必
要
と
な
り
繰
越
事
業
で
実
施
。
再
度
地

元
説
明
会
を
実
施
予
定
。

■
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線

峠
約
一
�
�
の
簡
易
舗
装
の
た
め
、
今

年
度
調
査
測
量
を
実
施
。
十
月
十
七
日
に

は
本
町
と
矢
島
町
の
関
係
議
員
に
よ
る
現

地
踏
査
を
実
施
。

■
根
城
線
（
広
域
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
進
入
道
路
）

延
長
約
一
七
四
�
の
調
査
測
量
を
実

施
。
平
成
十
四
年
度
整
備
予
定
。

■
基
盤
整
備
促
進
事
業（
下
小
屋
地
区
）

今
年
度
は
調
査
。
現
在
平
成
十
四
年
度

の
事
業
実
施
を
目
指
し
て
国
に
事
業
採
択

要
望
を
実
施
中
。

■
県
営
一
般
農
道
整
備
事
業

（
広
域
関
連
農
道
八
沢
地
区
）

今
年
度
付
帯
工
事
と
し
て
樽
水
入
口

（
樽
水
橋
上
流
）
の
法
面
（
落
石
防
止
）

保
護
を
実
施
。

■
林
道
整
備

林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
仲
ノ
沢
線
は

今
年
度
分
延
長
六
九
四
�
を
実
施
し
、
今

年
度
完
成
の
予
定
。
ふ
る
さ
と
林
道
特
別

対
策
事
業
石
塚
線
は
今
年
度
四
三
五
�
実

施
中
。
平
成
十
四
年
度
は
実
施
済
み
の
延

長
一
、七
八
〇
�
の
内
未
舗
装
分
延
長
一
、

五
〇
五
�
の
舗
装
が
主
工
事
と
な
る
予
定
。
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間
伐
等
森
林
整
備
促
進
緊
急
条
件
整
備

事
業
桧
ノ
沢
線
は
今
年
度
分
と
し
て
延
長

一
、
二
六
四
�
を
実
施
中
。

林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
袖
山
沢
中
線

は
今
年
度
分
と
し
て
、
精
算
延
長
六
四
〇

�
の
予
定
。

■
道
路
整
備

緊
急
地
方
道
整
備
事
業
（
町
道
台
山
線

歩
道
整
備
）
は
今
年
度
調
査
測
量
を
実
施
。

延
長
約
一
、
〇
〇
〇
�
の
内
、
一
部
約
一

八
〇
�
の
工
事
に
着
工
予
定
。

■
町
営
住
宅
建
設

新
築
二
棟
（
各
木
造
平
屋
建
）
を
九
月

二
十
六
日
に
発
注
し
、
年
度
内
完
成
を
目

指
す
。

■
冬
季
交
通
対
策

今
冬
は
融
雪
剤
散
布
委
託
を
含
め
四
業

者
に
委
託
。
直
営
に
つ
い
て
は
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
七
人
体
制
で
実
施
。

■
災
害
復
旧

十
二
年
度
に
発
生
し
た
稲
子
沢
地
内
お

よ
び
荒
沢
川
地
内
の
山
腹
崩
壊
災
害
は
今

年
度
か
ら
県
営
事
業
で
実
施
。「
凍
上
災

（
舗
装
災
害
）」お
よ
び「
の
み
災
（
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
災
害
）」は
全
部
で
三
四
件
、内
凍

上
災
二
一
件
、
の
み
災
一
三
件
。
十
月
二

十
二
日
現
在
、
発
注
済
み
＝
の
み
災
九
件
。

今
後
の
発
注
予
定
一
六
件
、
過
年
災
九
件
。

■
水
道
事
業

基
幹
的
施
設
改
良
事
業
と
農
業
集
落
排

水
事
業
と
の
共
同
施
工
分
（
島
〜
宮
ノ
前
）

延
長
一
、
二
六
八
�
、
給
水
接
合
二
八
戸

を
実
施
中
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

平
成
十
三
年
度
十
月
三
十
一
日
現
在
の

老
方
・
舘
合
地
区
加
入
状
況
は
四
三
・
九
�
。

今
年
度
か
ら
新
規
地
区
（
蔵
・
法
内
地

区
）
は
調
査
測
量
を
行
っ
て
、
一
部
工
事

島
集
落
地
内
・
宮
ノ
前
会
館
付
近
、
高
瀬

小
学
校
付
近
・
大
新
運
輸
付
近
、
延
長
一
、

二
六
八
�
を
実
施
中
。

■
地
籍
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た

町
有
地
の
処
理
状
況

昨
年
度
か
ら
譲
渡
・
返
還
・
貸
付
の
三

区
分
に
分
類
し
て
該
当
者
と
交
渉
中
。
平

成
十
一
年
度
ま
で
に
現
地
調
査
を
終
え
た

該
当
地
の
譲
渡
対
象
は
一
九
人
、
六
三
、

一
六
五
平
方
�
。
売
買
契
約
の
成
立
一
三

人
、
三
六
、
三
八
四
平
方
�
な
ど
。

■
県
文
化
功
労
者
表
彰

町
功
労
者
の
高
橋
宏
幸
氏
が
十
一
月
二

日
、
秋
田
県
文
化
功
労
章
を
受
章
。
本
町

出
身
者
と
し
て
初
の
栄
誉
。

■
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

八
月
一
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
十
一
月

十
一
日
の
閉
鎖
ま
で
の
延
利
用
者
数
は

四
、
〇
三
四
人
。

■
八
塩
山
頂
休
憩
施
設
の
設
置

観
光
協
会
か
ら
陳
情
が
あ
り
、
八
塩
ダ

ム
上
流
部
で
伐
採
し
た
杉
木
を
材
料
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
、
敷
地
と
し
て
八
塩
神

社
の
隣
接
地
で
あ
る
町
有
地
を
無
償
で
提

供
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補

助
す
る
た
め
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し

た
。

■
役
場
庁
舎
建
築
の
進
捗
状
況

本
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
末
に

地
中
梁
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
終

了
。
春
の
再
開
に
備
え
る
。

■
地
籍
調
査

現
在
の
進
捗
率
は
全
体
計
画
の
七
四
・

四
�
。
平
成
十
四
年
度
の
調
査
面
積
は

五
・
八
五
平
方
�
�
、
法
内
地
区
の
八
小

字
と
老
方
地
区
の
一
六
小
字
計
二
四
小
字

を
調
査
。

■
本
荘
市
由
利
郡
公
民
館
大
会

十
月
十
九
日
有
隣
館
で
開
催
さ
れ
、
約

一
三
〇
人
が
参
加
。

■
第
九
回
東
由
利
音
楽
祭

十
月
二
八
日
、
東
由
利
中
学
校
で
行
わ

れ
、
関
係
者
約
六
百
人
、
大
川
西
根
小
約

百
名
が
参
加
。

■
大
琴
小
閉
校
式

十
一
月
三
日
、
同
小
学
校
で
行
わ
れ
、

二
百
六
十
八
人
が
参
加
。

■
青
少
年
劇
場

十
一
月
七
日
、
町
小
学
校
全
校
児
童
を

対
象
に
町
民
体
育
館
で
開
催
。

■
中
学
校
寄
宿
舎
開
舎

入
舎
数
一
四
人
、
講
師
一
人
配
置
。

■
全
県
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

推
薦
し
た
大
台
自
治
会
・
町
母
子
寡
婦

福
祉
会
が
優
良
賞
、
み
ど
り
保
育
園
が
努

力
賞
を
受
賞
。

■
高
橋
宏
幸
賞
童
話
コ
ン
ク
ー
ル

四
、
一
一
八
点
の
応
募
。
昨
年
比
二
六

八
点
減
。
十
二
月
十
六
日
に
表
彰
式
を
開

催
。

■
中
学
生
海
外
研
修
事
業

一
六
人
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
予

定
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心
と
し
た
研
修

に
内
容
変
更
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

十
一
月
末
現
在
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利

用
者
数
は
延
一
、
二
七
七
人
。
一
日
当
た

り
平
均
五
・
二
人
で
前
年
比
三
人
の
増
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
、
延

三
、
五
三
三
人
。
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本
会
議
に
お
い
て
、
六
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。（
質
問
の
主

旨
抜
粋
）

小
　
松
　
　
　
賢
　
議
員

▽
林
道
ボ
ツ
メ
キ
線
の
拡
幅
を
▽
そ
ば
の

刈
り
取
り
機
の
導
入
を
▽
中
山
間
地
直
接

支
払
い
の
た
め
の
測
量
の
精
度
は
大
丈
夫

か
▽
善
徳
地
内
（
官
行
造
林
伐
採
跡
地
）

の
再
造
林
計
画
が
あ
る
か

長
　
沼
　
久
　
利
　
議
員

▽
市
町
村
合
併
に
向
け
て
住
民
と
の
コ
ン

セ
サ
ス
を
ど
う
計
る
か
▽
厳
し
い
雇
用
情

勢
の
中
で
の
雇
用
創
出
策
は
▽
購
買
流
出

防
止
策
と
し
て
商
品
券
（
全
町
共
通
券
）

を
発
行
し
て
は
ど
う
か
▽
学
校
五
日
制
に

と
も
な
う
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
運
営

方
針
は小

　
野
　
　
　
健
　
議
員

▽
狂
牛
病
被
害
に
対
す
る
万
全
の
保
証
と

対
策
を
▽
リ
ス
ト
ラ
・
雇
用
対
策
本
部
ま

た
は
、
相
談
窓
口
の
設
置
を
▽
市
町
村
合

併
問
題
は
住
民
の
目
線
に
立
っ
た
論
議
を

佐
　
藤
　
十
　
内
　
議
員

▽
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
町
独
自
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
機
関
を
設

立
し
て
は
ど
う
か
▽
狂
牛
病
の
発
生
に
と

も
な
う
畜
産
農
家
へ
の
適
切
な
指
導
対
策

を
▽
町
有
地
の
有
効
活
用
の
た
め
の
検
討

と
適
正
な
管
理
を
▽
高
齢
者
用
町
営
住
宅

の
建
設
検
討
を

鈴
　
木
　
和
　
夫
　
議
員

▽
狂
牛
病
発
生
に
と
も
な
う
子
牛
価
格
の

暴
落
に
支
援
策
を
▽
新
庁
舎
会
議
室
に
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
設
置
を
▽
大
琴
小
閉
校
後
の

有
効
利
用
を
▽
高
校
受
験
生
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

工
　
藤
　
　
　
実
　
議
員

▽
農
業
振
興
対
策
①
狂
牛
病
に
よ
る
子

牛
せ
り
市
の
暴
落
に
対
す
る
支
援
策
を

②
平
成
十
四
年
度
の
転
作
配
分
は
。
農

林
業
支
援
の
継
続
と
新
た
な
支
援
策
を

③
そ
ば
コ
ン
バ
イ
ン
の
購
入
補
助
を
④

揚
水
機
購
入
の
受
益
者
の
負
担
金
に
助

成
を
⑤
地
産
地
消
拡
大
の
た
め
、
直
売

所
の
拡
大
を
⑥
十
頭
以
下
の
堆
肥
舎
に

補
助
率
増
高
を
▽
県
道
神
岡
・
南
外
・

東
由
利
線
の
北
ノ
城
か
ら
野
田
間
の
改

良
整
備
は
ど
う
進
め
る
か
▽
ふ
る
さ
と

林
道
石
塚
線
は
平
成
十
四
年
度
も
継
続

延
長
で
き
る
か
▽
冬
期
間
の
高
齢
者
集

合
住
宅
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
▽
廃
車
投
棄
に
つ
い

て
ど
う
Ｐ
Ｒ
や
指
導
に
努
め
た
か
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困
り
ご
と
悩
み
ご
と
は
お
気
軽
に

新
し
い
民
生
児
童
委
員
決
ま
る

氏　　名 

小松　惣一 

畠山　清子 

佐藤　　貢 

畠山　　楸 

高橋　　誠 

高橋　隆男 

佐藤千鶴子 

高橋　時郎 

小松　良一 

佐藤　　守 

佐藤　陽子 

長谷山洋子 

千葉　安子 

石渡　力造 

阿部タツ子 

遠藤　眞吉 

遠藤　正明 

千葉　康平 

大日向イサ 

小野　清幸 

小松　　篤 

青木　榮子 

八嶋　シゲ 

担　当　自　治　会 

智者鶴、向田、泡ノ渕 

黒渕、葎沢、地下ノ沢 

石高、田代、時雨山 

袖山、大吹川、須郷 

高戸屋、下小屋、須郷田、新田 

下小路、八日町 

舘西、宇戸坂、新沢 

五海保、久保、家ノ下 

山崎、松柴、板戸 

祝沢、茂沢、湯出野、寺田 

中通、下通 

上里、横小路、上通 

新町 

蔵新田、島、宮の前 

岩館、蔵 

新処、野田、十二ノ前 

桂台、小倉、中ノ沢、高村 

横渡、黒沢、大台 

大琴 

宿、下吹、土場沢、高屋 

船木、畑村、奥ヶ沢、杉森、沼 

町内全域（主任児童委員） 

町内全域（主任児童委員） 

電話番号 

2186 

3353 

3622 

2268 

3302 

3110 

2076 

2261 

2936 

3282 

3027 

3014 

2255 

3451 

2567 

2562 

2591 

3669 

2344 

3965 

3659 

3340 

3135

東由利町民生児童委員 
佐
　
藤
　
　
　
貢

み
つ
ぎ

さ
ん

（
田
　
代
）

畠
　
山
　
　
　
楸

ひ
さ
ぎ

さ
ん

（
袖
　
山
）

高
　
橋
　
　
　
誠
さ
ん

（
舘
合
新
田
）

佐
　
藤
　
陽
　
子
さ
ん

（
下
通
）

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
町
の
民
生
児

童
委
員
二
十
五
人
の
う
ち
六
人
が
退
任
、

新
し
く
四
人
が
就
任
し
ま
し
た
。

退
任
し
た
の
は
渡
辺
秋
雄
さ
ん
（
田

代
）、
畠
山
清
さ
ん
（
袖
山
）、
小
野
忠
さ

ん
（
下
小
屋
）、
小
松
稔
穂
さ
ん
（
湯
出

野
）、
小
松
丈
介
さ
ん
（
横
小
路
）、
小
野

ミ
ヨ
シ
さ
ん
（
高
屋
）
で
、
こ
れ
ま
で
困

っ
て
い
る
方
々
の
援
助
や
指
導
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
六
人
に
替
わ
り
今
後
町
の

民
生
安
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
々
は
、

佐
藤
貢
さ
ん
（
田
代
）、
畠
山
楸
さ
ん

（
袖
山
）、
高
橋
誠
さ
ん
（
舘
合
新
田
）、

佐
藤
陽
子
さ
ん
（
下
通
）
で
す
。

な
お
、
町
の
民
生
児
童
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一

般

質

問
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市町村合併のメリット
【住民の利便性の向上】
■利用可能な窓口の増加により、住民票の発行などの窓口サ
ービスが、住居や勤務地の近くなど多くの場所で利用可能に
なります。
■旧市町村界を越えた見直しにより、生活の実態に即した小
中学校区が設定できます。
■利用が制限されていた他の市町村の公共施設（図書館、ス
ポーツ施設、保健福祉センター等）が利用しやすくなります。

【サービスの高度化・多様化】
■小規模市町村では設置困難な女性政策や都市計画、国際化、
情報化等の専任の組識・職員を置くことができ、より多様な
個性ある行政施策の展開が可能になります。
■従来、採用が困難又は十分に確保できなかった専門職（社
会福祉士、保健士、理学療法士、土木技師、建築技師等）の
採用・増強を図ることができ、専門的かつ高度なサービスの
提供が可能になります。
■一般的に、合併の際、福祉サービスなどのサービス水準は
高い水準に、負担は低い水準に調整されます。
■行財政基盤の強化による行政サービスの充実や安定が図ら
れます。
■公共的団体の統合や新設が図られ、多様な事業、広域的な
事業等の展開が可能になります。
■職員の競争が促され、多くの職員から有能な役職員を登用
できるとともに、研修の円滑な実施が可能となり、職員がレ
ベルアップして、行政レベルも向上します。

【重点的な投資による基盤整備の推進】
■重点的な投資が可能となり、地域の中核となるグレードの
高い施設の整備や大規模な投資を必要とするプロジェクトの
実施が可能になります。

こんなことが
心配なんだけど……

合併後も、それまでの市役所や町村役場は、
引き続き新市町村の支所や出張所として活用
できますし、また、住民票の発行など地域ニ
ーズの高い特定の事務を、地域に密着した郵
便局が取扱うことが出来るよう、法律の改正
などが国で進められています。
さらには、情報通信技術の発展により、近
い将来、家に居ながらにしてオンラインで申
請などが行えるようになり、空間距離は問題
にならない社会になっていくでしょう。

『役場が遠くなって、今まで
より不便になりませんか？』

地域ごとの公聴会、行政モニターなど従来
からあるものだけではなく、旧市町村間の調
整を図る「地域審議会」を設置し、合併前の
旧市町村の意向に考慮できるようになってい
ます。小学校区などで住民の方々が主体的に
参加するまちづくりについても、国が支援す
る「わがまちづくり支援事業」などがありま
す。
また、選挙に際して、合併前の旧市町村単
位での選挙区を弾力的に活用することも可能
です。さらには、インターネットの持つ双方
向性機能などを考えると、いわゆる「ＩＴ化」
により、政治に対する新しい形での住民参加
が可能となることでしょう。

『住民の声が
届きにくくなりませんか？』

合併前の市町村間で住民サービスの水準、使用料及び手数料等が
異なることはあります。これらの問題は合併前の関係市町村間で話
し合って決められますが、事務処理の方法の効率化等によってサー
ビス水準は高い方に、負担は低い方に調整されるのが一般的です。
また、合併により住民の負担が急激に増えないよう、所要の法改
正等が進められています。

『サービスが
低下しませんか？』

☆他にもいろいろな問題が考えられま
すが、それらを克服するためには合併
前によく話し合って良い解決策を見つ
けることが大切です。

シリーズ：市町村合併を考える①

平成17年3月をめどとして検討が進められている市町村合併。し
かし、住民にとって実際にどのような影響があるのか、まだよく解
っていない現状と言えるでしょう。そんな身近な疑問や対応などに
ついて、今月号から数回にわたりシリーズでとりあげます。



宏
幸
賞
当
日
の
天
候
は
あ
い
に
く

の
雪
混
じ
り
の
空
で
し
た
が
、
出
席

者
の
顔
は
皆
笑
顔
。
常
連
入
賞
者
の

顔
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
講
評
で
は
佐
々
木
良
三
審
査

委
員
長
が
ス
ラ
イ
ド
で
入
賞
作
品
一

点
ず
つ
解
説
を
行
な
い
ま
し
た
。
作

品
の
み
な
ら
ず
、
作
品
に
隠
さ
れ
た

心
理
状
態
ま
で
読
み
取
る
丁
寧
な
解

説
で
し
た
。

表
彰
式
で
は
受
賞
者
全
員
に
阿
部

幸
悦
町
長
と
高
橋
宏
幸
先
生
か
ら
賞

状
と
記
念
品
、直
筆
サ
イ
ン
、童
話
本

が
手
渡
さ
れ
、一
人
一
人
と
高
橋
先
生

が
か
た
く
握
手
を
か
わ
し
ま
し
た
。

十
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
・

感
想
画
の
総
数
は
、
二
万
六
千
九
百

八
十
点
と
な
り
ま
す
。

第
一
回
の
出
品
数
は
感
想
文
二
百

一
点
、
感
想
画
五
百
九
十
五
点
、
幼

児
画
百
二
十
九
点
の
合
計
九
百
二
十

五
点
で
し
た
。
十
三
年
度
は
そ
れ
ぞ

れ
二
百
十
九
点
、
三
千
四
百
三
十
九

点
、
四
百
六
十
点
、
合
計
四
千
百
十

八
点
で
し
た
か
ら
、
約
四
・
四
倍
あ

ま
り
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

感
想
文
も
感
想
画
も
子
ど
も
た
ち

の
感
性
が
大
切
に
な
り
ま
す
が
残
念

な
が
ら
一
朝
一
夕
に
は
育
ち
ま
せ

ん
。
子
ど
も
自
身
の
資
質
は
も
ち
ろ

ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
を
伸
ば
す
大

人
の
役
割
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
子
ど
も
以
上
に
大
人
が
童
話
や

本
に
理
解
を
示
し
、
い
い
も
の
を
与

え
た
い
も
の
で
す
。
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）、
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橋
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童
話
秋
田
県
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
が
有
鄰
館
で
行
な
わ
れ
、
メ
ル
ヘ
ン
賞
、
ロ
マ

ン
賞
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞
を
受
賞
さ
れ
た
三
十
五
人
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
で
十
年
を
む
か
え
る
同
賞
で
す
が
、
今
後
の
新
た
な

展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲自作品を前にして喜びの受賞者
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し
い
心
の
は
ぐ
く
み
を
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歳 
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育
園 

道
川
保
育
園 

み
ど
り
保
育
園 

ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん 

ス
イ
ミ
ー 

ジ
オ
ジ
オ
の
か
ん
む
り 

ぐ
り
と
ぐ
ら 

お
お
き
な
お
お
き
な
お
い
も 

の
こ
ぎ
り
く
わ
が
た 

ト
ラ
の
ナ
ガ
シ
ッ
ポ 

ぼ
く
も
と
び
た
い 

わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス 

し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
じ
ぷ
た 

か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ 

リ
サ
の
こ
わ
い
ゆ
め 

し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
じ
ぷ
た 

◆
感
想
画
・
幼
児
の
部 

◆
感
想
画
・
小
学
校
の
部 

◆
感
想
文
・
小
学
校
の
部 

▲悪天候の中たくさんの出席者

▲高橋宏幸先生から受賞者へ記念品が
手渡された
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行
事
ニ
ュ
ー
ス

●
高
橋
賞
優
秀
作
品
展
が
県
内
で
行

な
わ
れ
ま
す

①
日
時
　
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
�

〜
十
四
日
�

会
場
　
秋
田
市
ア
ト
リ
オ
ン
「
二
階

第
二
展
示
室
」

②
日
時
　
平
成
十
四
年
一
月
十
六
日
�

〜
二
十
二
日
�

会
場
　
本
荘
市
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

■
問
合
せ
　
公
民
館
高
橋
宏
幸
賞
担
当

（
�
六
九
―
二
三
一
一
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
０
０
２

が
開
催
さ
れ
ま
す

町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
多
数
の
ご

観
覧
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
十
四
年
一
月
二
十
一
日

�
〜
二
月
中
旬
（
期
間
中
の
毎
週
、

月
・
水
曜
日
開
催
）

■
場
所
　
町
民
体
育
館

■
問
合
せ
　
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
係

（
�
六
九
―
二
三
一
一
）

行
事
情
報

☆公民館だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ

「
冬
期
間
の
運
動
不
足
解
消
と

メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
を
」
と
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
交
流
大
会
。

十
二
月
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
延
六
日
間
、
町
民
体
育
館
で
町

内
七
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
ミ
ル
キ
ー
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
な
お
準
優
勝
は
ギ
ャ
ル
ズ
、

三
位
に
蔵
ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
一
日
に
大
平
ス
キ

ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
社
会
体
育
施
設
と

し
て
再
出
発
、
リ
フ
ト
料
金
を
引

き
下
げ
す
る
な
ど
営
業
内
容
を
見

直
し
た
結
果
、
昨
年
度
七
千
三
百

二
十
二
人
（
一
日
百
人
弱
）
の
来

客
数
が
あ
り
ま
し
た
。

冬
期
間
の
体
力
増
進
の
た
め
大

い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
料
金
な
ど
詳
細
は
ス
キ
ー
場

ま
で
。（
�
六
九
―
二
三
二
八
）

▲大いに利用したいスキー場

冬
の
運
動
不
足
解
消
を

〜
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

▲優勝を飾ったミルキー

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

〜
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

12月 12月 

今
月
も
公
民
館
図
書
室

に
新
刊
本
が
入
荷
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
小
　
　
説
◆

▼
落
下
す
る
夕
方
／
江
國
香
織

▼
凍
っ
た
蜜
の
月
／
横
森
理
香

▼
邪
魔
　
最
悪
／
奥
田
英
朗

▼
世
界
の
中
心
で
愛
を
叫
ぶ
／
片
山

恭
一

▼
大
魔
人
／
筒
井
康
隆

▼
ド
ミ
ノ
／
恩
田
陸

▼
あ
し
た
蜉
蝣
の
旅
／
志
水
辰
夫

▼
恋
愛
時
代
／
野
沢
尚

▼
幼
な
子
わ
れ
ら
に
生
ま
れ
／
重
松
清

▼
時
の
か
な
た
の
恋
人
／
ジ
ュ
ー
ド

・
デ
ヴ
ロ
ー

▼
25
時
／
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ニ
オ
フ

▼
セ
ン
セ
イ
の
鞄
／
川
上
弘
美

▼
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
／
大
崎

善
生

▼
波
の
う
え
の
魔
術
師
／
石
田
衣
良

▼
娼
年
／
石
田
衣
良

▼
肩
ご
し
の
恋
人
／
唯
川
恵

◆
エ
ッ
セ
イ
等
◆

▼
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
／

齋
藤
孝

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
的
／
糸
井
重
里

▼
ご
は
ん
／
桂
米
助

▼
妖
怪
馬
鹿
／
京
極
夏
彦
・
多
田
克

巳
・
村
上
健
司

▼
犬
の
方
が
嫉
妬
深
い
／
内
田
春
菊

▼
渡
辺
篤
史
の
こ
ん
な
家
を
建
て
た

い
／
渡
辺
篤
史

▼
人
生
張
っ
て
ま
す
／
中
村
う
さ
ぎ

▼
薔
薇
を
散
ら
せ
は
し
ま
い
／
伊
藤

文
學

▼
日
本
読
書
株
式
会
社
／
本
の
雑
誌

編
集
部
編

▼
懐
か
し
い
未
来
／
長
山
靖
生
編

◆
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
等
◆

▼
読
売
Ｖ
Ｓ
朝
日
　
社
説
対
決
50
年

／
読
売
新
聞
論
説
委
員
会

▼
ホ
ー
ム
レ
ス
作
家
／
松
井
訂

◆
版

画

集
◆

▼
勝
平
得
之
作
品
集
　
版
画
秋
田
の

四
季
／
勝
平
新
一
編
集

※
自
宅
に
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
。
図
書
館
の
本
は
皆
さ
ん
の

財
産
で
す
。
借
り
た
ら
三
週
間
以
内
の
返

却
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
公
民
館
図
書
室
に
な
い
本
で
読
み
た
い

本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
図
書
担
当
ま
で
ご

相
談
願
い
ま
す
。

今年最高の恋愛小説を挙
げなさいと言われたら、私
は迷わずこの本をおすすめ
します。
37歳で、不器用で繊細な心の持ち主の

ツキコさんと、彼女の高校時代に国語を
教えてくれた、古木（こぼく）のような、
そして風雅なセンセイとの恋愛小説。
それにしても、「仄（ほの）か」という
コトバがこれほどまでにしっくりくる作
品には、私は今まで出会った事がありま
せんでした。
力強さや、熱っぽさ、激しい情動とは

対極にある、あまりにも静謐な２人の関
係は、それでもなお水が土に染み入るよ
うに、じわじわと読む者の心を潤してゆ
きます。そんな今月の一冊は、申しわけ
ありませんが大人の方限定のおすすめ本
です。たくさん生きてきて、その中で
色々な事に出会って、様々な感情を知っ
て、そのあとでなければこの気持ちはき
っとわからない、そんな大人の恋愛小説
です。
結末は、必ずしも幸せではありません。

でもたとえふたりが別々になっても、ど
ちらかが先にこの世を去っても、センセ
イとツキコさんの恋は、朧月に霞みなが
ら「あわあわと」永遠に続いていくんだ
ろうなと、そんな事を思い、また切なく
なりました。
「自分以外の大切な誰か」には、永遠

にどこにもいかないで、そばにいてほし
い。形はおぼろげでも、心の中は誰より
も強い気持ちで満たされる。そんな恋愛
の醍醐味をたくさん教えてくれる一冊で
す。いいなあこの世界。 （Ｈ.Ｏ）

「
セ
ン
セ
イ
の
鞄
」

川
上
弘
美
／
平
凡
社
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町
立
東
由
利
中
学
校
長
を
務
め
、
昭
和
六
十

年
十
一
月
か
ら
東
由
利
町
教
育
長
を
八
年
間

歴
任
。
そ
の
ほ
か
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、

町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
に
も
就
任
し
、

学
校
教
育
な
ど
の
充
実
振
興
の
発
展
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
橋
宏
幸
賞
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
、

東
由
利
音
楽
祭
の
創
設
な
ど
生
涯
学
習
の
充

実
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

十
年
町
功
労
者
表
彰
を
受
章
。
平
成
十
三
年

に
は
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
、
同
年
十
二

月
に
は
正
七
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

畑
山
昭
一
氏
ご
逝
去

「
東
光
苑
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
十
二
月
十

九
日
、
東
光
苑
で
開
か
れ
、
み
ど
り
保
育
園

と
永
慶
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
入
所
者
と
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ツ
リ
ー
や
リ
ー
ス
が
飾
ら
れ

す
っ
か
り
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
。
園
児
た

ち
に
よ
る
踊
り
の
発
表
が
始
ま
る
と
、
入
所

者
た
ち
が
、
踊
り
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
す

る
な
ど
会
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ン
タ
の
衣
装
を
身
に
つ
け
た
職

員
が
入
所
者
一
人
ひ
と
り
に
贈
り
物
を
手
渡

し
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

園
児
と
お
年
寄
り
が
楽
し
く
交
流

東
光
苑
ク
リ
ス
マ
ス
会

▲園児による熱演

第
一
回
秋
田
県
歯
科
保
健
大
会
が
十
一
月

二
十
四
日
、
秋
田
市
で
開
か
れ
、
席
上
、
八

塩
小
学
校
が
よ
い
歯
の
学
校
優
良
校
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

よ
い
歯
の
学
校
表
彰
は
、
子
ど
も
た
ち
の

虫
歯
の
数
が
少
な
く
、
歯
科
保
健
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
学
校
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
同
小
学
校
が
表
彰
さ
れ
る
の
は
今
年
で

連
続
四
回
目
。
給
食
後
、
上
級
生
が
下
級
生

に
歯
み
が
き
の
指
導
を
す
る
な
ど
、
よ
い
歯

を
保
つ
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
今

回
の
表
彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

八
塩
小
が
「
優
良
校
表
彰
」
を
受
賞

平
成
13
年
度
秋
田
県
よ
い
歯
の
学
校
表
彰

▲保健委員による歯みがきの指導

町
功
労
者
で
東
由
利
町
教
育
長
を
二
期
八

年
間
務
め
ら
れ
た
畑
山
昭
一
氏
が
、
十
一
月

二
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
二
十
四
年
秋
田
県
教
員
就
任

以
来
、
同
五
十
八
年
町
立
蔵
小
学
校
長
、
同

五
十
九
年
町
立
高
瀬
小
学
校
長
、
同
六
十
年

町
功
労
者
（
元
東
由
利
町
教
育
長
）

こ
れ
を
記
念
し
て
、
表
彰
伝
達
式
が

十
二
月
二
十
一
日
、
有
鄰
館
で
行
わ
れ
、

本
荘
警
察
署
長
よ
り
阿
部
町
長
に
顕
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
町
長
は
こ
れ
を
受
け
「
さ
ら
な

る
交
通
安
全
を
目
指
し
て
、
今
後
も
事

故
防
止
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
伝
達
式
の
後
に
は
本
荘
警
察

署
交
通
課
の
黒
澤
氏
を
講
師
に
交
通
安

全
講
話
会
も
行
わ
れ
、
出
席
者
は
一
層

の
交
通
安
全
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
交
通
安
全
を
目
指
し
て

死
亡
事
故
ゼ
ロ
、
千
日
達
成

▲顕彰状を受け取る阿部町長

こ
の
た
び
、
本
町
が
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
千
日
を
達
成
し
、
県
警
察
本
部
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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い
歯
の
学
校
表
彰

▲保健委員による歯みがきの指導

町
功
労
者
で
東
由
利
町
教
育
長
を
二
期
八

年
間
務
め
ら
れ
た
畑
山
昭
一
氏
が
、
十
一
月

二
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
二
十
四
年
秋
田
県
教
員
就
任

以
来
、
同
五
十
八
年
町
立
蔵
小
学
校
長
、
同

五
十
九
年
町
立
高
瀬
小
学
校
長
、
同
六
十
年

町
功
労
者
（
元
東
由
利
町
教
育
長
）

こ
れ
を
記
念
し
て
、
表
彰
伝
達
式
が

十
二
月
二
十
一
日
、
有
鄰
館
で
行
わ
れ
、

本
荘
警
察
署
長
よ
り
阿
部
町
長
に
顕
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
町
長
は
こ
れ
を
受
け
「
さ
ら
な

る
交
通
安
全
を
目
指
し
て
、
今
後
も
事

故
防
止
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
伝
達
式
の
後
に
は
本
荘
警
察

署
交
通
課
の
黒
澤
氏
を
講
師
に
交
通
安

全
講
話
会
も
行
わ
れ
、
出
席
者
は
一
層

の
交
通
安
全
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
交
通
安
全
を
目
指
し
て

死
亡
事
故
ゼ
ロ
、
千
日
達
成

▲顕彰状を受け取る阿部町長

こ
の
た
び
、
本
町
が
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
千
日
を
達
成
し
、
県
警
察
本
部
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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長谷山奈
な

歩
ほ

ちゃん
地下沢（直人さん）

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～1歳6ヵ月児健診から～

小林　凱斗
と

くん
黒渕（浩二さん）

小松　里菜
な

ちゃん
家ノ下（仁さん）

高橋　留
る

奈
な

ちゃん
久保（宏幸さん）

伊東　空飛
と

くん
島（賢悟さん）

小松　涼菜
な

ちゃん
久保（修治さん）

梅津　太
た

一くん
大琴（正明さん）

小松　愛実ちゃん
大琴（五郎さん）

菊池　桜ちゃん
舘西（直さん）

小松　茉
ま

由
ゆ

ちゃん
新町（晃さん）

佐々木桂吾
ご

くん
大琴（精人さん）

大日向　涯くん
宮ノ前（昌幸さん）

千葉　康裕くん
黒沢（康悦さん）

小野　智也
や

くん
宿（弘通さん）

伊東　明寿くん
新田（寿栄さん）

伊東　光寿くん
新田（寿栄さん）

佐々木ひなのちゃん
大琴（直さん）

高橋　海仁くん
山崎（良浩さん）

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

第37回本荘凧あげ大会
�と　き…1月20日(日) 10：00～12：00
�ところ…友水公園（アクアパル裏）
�内　容…自作の凧での凧あげ大会

本荘市商工観光課　�２４－６３２３

本荘新山神社裸まいり
�と　き…1月20日(日) 8：00～11：00
�ところ…新山神社とその周辺

本荘市商工観光課　�２４－６３２３

仁賀保町から

科学教室「磁石で動くおもしろおもちゃを作ろう！」
�と　き…1月13日(日) 9：30～12：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…天才米ちゃんによる冬休み特別実験教室◇対象

小学4年生～中学3年生◇定員40人◇参加費400円
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

鳥海町から

スノーボード大会第１戦
�と　き…1月19日(土) 17：00～受付　17：30～開会式
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…アルペンＧＳ大会（年齢制限なし）

◇参加費1,000円
鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スーパーキッズスキー大会第１戦
�と　き…1月12日(土) 8：00～受付　9：00～開会式
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…小学3年生以下アルペンＧＳ大会◇参加費1,000円

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２　

成
分
献
血
　
11
月
26
日
（
敬
称
略
）

鈴
木
政
雄
（
袖
山
）
高
沢
稔
（
黒
渕
）

遠
藤
吉
保
（
小
倉
）
三
浦
雅
弘
（
田

代
）
阿
曽
綾
子
（
宇
戸
坂
）
小
松
喜

恒
（
下
通
）
阿
曽
文
彦
（
宇
戸
坂
）

佐
藤
和
弘
（
蔵
）
高
橋
一
心
（
五
海

保
）
佐
々
木
信
幸
（
大
琴
）
工
藤
恵

（
中
ノ
沢
）
高
橋
重
保
（
舘
合
新
田
）

小
野
俊
輔
（
宿
）
横
山
純
子
（
新
町
）

仁
坂
伸
子
（
秋
田
市
）
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◆110番通報はどこにつながる？
県内で発生した事件・事故などの110番通報は、各地区の

警察署や交番、駐在所ではなく、すべて「秋田県警察本部
通信司令室」につながります。
ですから、事件や事故の場所を教えるとき「○○町○○

番地○○宅」と正確に伝えないと場所の特定がとても困難
になります。はっきりとした住所が分からないときは、近
くの目立つ建物や「国道○○号から○○メートルのところ」
など具体的に伝えるようにしましょう。
◆携帯電話からの通報は・・・
普通に110番すればかかりますが、車を運転しながらの通

報はできませんので、必ず停車してから通報してください。
（徒歩でも移動しながらの通話は途切れることがあります。）
また、通話終了後はしばらく「電源」を切らないように

しましょう。
◆110番は緊急電話です�
110番は事件や事故を受ける緊急電

話です。困りごと相談や落とし物など
緊急でない場合は、地元の警察署や交
番、駐在所へ電話してください。

問い合わせ　本荘警察署東由利駐在所　�69－2132

本荘地区消防事務組合
消防吏員採用試験のお知らせ
第一次試験 2月15日(金)

試験会場 本荘地区消防事務組合会議室　

採用予定人員 初級一人

試験科目 一般教養

受験資格 ①昭和57年4月2日から昭和59年4月

1日までに生まれた人で、採用後、

本荘市、岩城町、大内町、東由利

町、西目町に居住できる人

②高等学校を卒業した人および卒業

見込みの人

③視力、聴力および身体の健全な人

④欠格事項に該当しない人

申　　込 申込書は消防本部総務課、各分署に

あります。必要書類を添えて消防本

部総務課へ

受付期間 1月21日から2月8日まで

問 合 せ 消防本部総務課　�22-4282

よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.19

「
豆
腐
入
り
八
宝
菜
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

豆
腐
（
絹
ご
し
）
１
６
０
ｇ
、
豚
も
も
肉
１
６
０
ｇ
、
白
菜
１
６
０
ｇ
、
に
ん
じ

ん
４
０
ｇ
、
生
し
い
た
け
２
０
ｇ
、
き
ぬ
さ
や
２
０
ｇ
、
し
ょ
う
ゆ
大
１
と
１
／

３
、
本
だ
し
小
１
／
５
、
ご
ま
油
小
１
、
塩
小
１
／
５
、
清
酒
大
１
、
か
た
く
り

粉
大
１
、
う
ず
ら
卵
水
煮
缶
詰
４
コ

《
作
り
方
》

①
に
ん
じ
ん
は
な
な
め
薄
切
り
、
し
い
た
け
は
千
切
り
、
白
菜
は
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
る
。

②
中
華
鍋
に
①
を
入
れ
、
酒
を
入
れ
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
。
水
気
が
出
て
き
た
ら

豚
肉
を
入
れ
、
し
ょ
う
ゆ
、
本
だ
し
、
塩
で
味
を

調
え
る
。

③
②
に
う
ず
ら
卵
、
き
ぬ
さ
や
、
豆
腐
を
い
れ
、

水
溶
き
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。
最
後
に
ご

ま
油
を
入
れ
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

豆
腐
の
型
く
ず
れ
が
気
に
な
る
方
に
は
木
綿
豆

腐
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
絹
ご
し
豆
腐
の
方
が

口
当
た
り
が
良
く
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

（
高
橋
保
健
婦
）

年金だより
便利な年金電話番を
活用してください！

年金に関する諸手続などに関する質問については、コンピ
ュータが音声やFAXで自動的に答える「年金電話番」が便利
です。年金電話番は24時間、年中無休で答えるようになって
います。

年金電話番の電話番号～東北圏：022－215－6666
※ダイヤル式は不可

～主な質問と質問番号～
◎年金を受けている方の届出について
・誕生月の７日を過ぎても「現況届」が届かないとき…105  
・年金を受けていた方が亡くなったとき…………………131  
◎年金の加入について
・国民年金はどのような方が加入するのですか？………501
・国民年金の保険料はどのように納めるのですか？……602  
◎質問番号一覧表（ＦＡＸのみ）…………………………999  

●年金電話番の質問と回答は、インターネットでもご覧い
ただけます。 http://www.sia.go.jp/
自宅でもできる年金相談、是非ご利用してください。
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

お
祓
い
の
刻
は
眠
た
し
七
五
三
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

返
り
花
手
を
休
め
さ
す
庭
囲
い
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

皿
洗
う
音
も
初
冬
の
夕
厨
　
　
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

周
囲
枯
れ
い
つ
も
ど
こ
か
に
風
の
声
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

お
歳
暮
と
添
え
文
を
し
て
菜
を
送
る
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

ま
き
も
ど
し
き
か
ぬ
人
生
冬
立
ち
ぬ
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

藪
柑
子
風
に
み
が
か
れ
小
粒
な
る
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

息
災
の
電
話
来
た
り
し
聖
夜
か
な
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

雪
吊
の
風
を
は
ら
み
し
縄
の
張
り
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

く
さ
め
し
て
一
粒
お
と
す
常
備
薬
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

え
ぶ
り
大
根
精
魂
尽
き
し
ご
と
曲
る
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

燃
え
さ
し
と
な
り
て
日
が
落
つ
兎
罠
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

同
級
会
む
か
し
お
下
げ
の
木
の
葉
髪
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

川
波
の
寒
さ
に
う
た
る
鷺
の
脚
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

落
葉
し
て
水
滑
ら
か
に
境
滝
　
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

頬
か
む
り
か
む
り
直
し
て
庭
を
掃
く
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

切
り
た
ん
ぽ
み
ど
り
の
も
の
の
具
だ
く
さ
ん

五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

明
け
や
れ
ば
里
一
面
の
雪
景
色
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

五
五

天
福
地ち

福

む
か
し
む
か
し
、
正
直
で
働
き
者

の
爺
さ
ま
と
欲
ば
り
で
心
の
素す

直
で

な
い
爺
さ
ま
が
隣
り
あ
わ
せ
で
住
ん

で
お
り
、「
正
月
二
日
の
晩
げ
に
見
る

初
夢
の
見
あ
い
っ
こ
を
し
よ
う
で
は

な
い
か
」
と
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。

正
月
二
日
の
晩
、
正
直
者
の
爺
さ

ま
は
、
天
か
ら
大
判
小
判
が
降
っ
て

く
る
夢
を
見
ま
し
た
。
気
分
の
い
い

夢
を
見
た
爺
さ
ま
は
、
に
こ
に
こ
顔

で
隣
の
欲
ば
り
爺
さ
ま
に
こ
の
こ
と

を
話
す
と
、「
そ
れ
は
良
か
っ
た
。
わ

し
も
地
か
ら
お
金
が
授
か
る
福
夢
を

見
た
よ
」
と
笑
い
顔
で
す
。
二
人
は

思
っ
て
も
み
な
い
初
夢
に
大
喜
び
し

ま
し
た
。

や
が
て
、
毎
日
の
よ
う
に
の
ん
の

ん
と
降
り
積
も
っ
た
雪
も
消
え
、
暖

か
い
春
を
迎
え
た
正
直
者
の
爺
さ
ま

は
、
鍬
を
肩
に
し
畑
に
出
か
け
ま
し

た
。
爺
さ
ま
が
畑
を
耕
し
て
い
る
と
、

カ
チ
ン
カ
チ
ン
と
鍬
の
先
が
何
か
に

当
た
る
よ
う
な
音
が
し
ま
す
。「
は
て
、

何
だ
ろ
う
」
と
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

な
ん
と
大
判
小
判
の
入
っ
た
古
い
か．

め．
を
掘
り
当
て
た
の
で
し
た
。
爺
さ

ま
は
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、「
こ
れ

は
き
っ
と
神
さ
ま
の
授
か
り
も
の
だ
」

と
小
判
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
あ
わ
て
て
元
の
か
め
．
．

に
も
ど
し
ま
し
た
。「
こ
れ
は
地
か
ら

授
か
っ
た
地
福
だ
。
わ
し
の
夢
は
天

福
だ
っ
た
。
地
面
の
底
か
ら
出
て
き

た
の
は
わ
し
に
授
か
る
福
で
は
な
い
」

と
ひ
と
り
ご
と
を
言
い
な
が
ら
、
も

と
ど
お
り
土
を
か
け
、
帰
っ
て
き
て

こ
の
こ
と
を
隣
の
爺
さ
ま
に
教
え
て

や
り
ま
し
た
。

欲
ば
り
な
爺
さ
ま
は
、
そ
の
話
を

聞
く
と
、「
わ
し
の
夢
は
地
福
だ
っ
た

か
ら
、
そ
れ
は
当
然
こ
ち
ら
の
も
の

だ
」
と
調
子
よ
く
勝
手
に
決
め
つ
け
、

早
速
畑
に
行
き
、
か
め
．
．

を
掘
り
上
げ

ま
し
た
。

す
る
と
、
中
か
ら
大
判
小
判
ど
こ

ろ
か
、
石
こ
ろ
や
蛙
、
虫
な
ど
が
い

っ
ぱ
い
出
て
く
る
の
で
し
た
。

欲
ば
り
な
爺
さ
ま
は
、
腹
が
立
っ

て
腹
が
立
っ
て
我が

慢
な
ら
ず
、「
村
一

番
の
正
直
者
ど
こ
ろ
か
、
大
う
そ
つ

き
だ
。」
と
の
の
し
り
な
が
ら
、
そ
の

石
こ
ろ
や
蛙
、
虫
な
ど
入
っ
た
か
め
．
．

を
抱
え
、
隣
の
爺
さ
ま
の
家
の
屋
根

に
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
屋
根
に

穴
を
あ
け
、
か
め
．
．

を
さ
か
さ
に
し
て
、

そ
れ
見
た
こ
と
か
と
ば
か
り
中
の
も

の
を
投
げ
込
み
ま
し
た
。

す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、
キ
ラ

キ
ラ
、
チ
ャ
リ
ン
チ
ャ
リ
ン
と
ま
ぶ

し
い
大
判
小
判
が
寝
て
い
る
正
直
者

の
爺
さ
ま
の
上
に
降
っ
て
き
ま
し
た
。

正
直
者
の
爺
さ
ま
は
、「
こ
れ
こ
そ
天

か
ら
授
か
っ
た
天
福
だ
」
と
驚
き
な

が
ら
も
、
う
れ
し
そ
う
に
天
に
向
か

っ
て
両
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



国
連
世
界
食
糧
農
業
機
関（FA

O

）

は
十
年
ご
と
に
世
界
森
林
資
源
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、FA

O

林
業
委

員
会
は
森
林
資
源
の
概
要
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
の
世
界
の
森
林
面
積

は
三
八
億
六
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

世
界
の
陸
地
面
積
の
二
九
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
に
当
た
り
ま
す
。
一
九
九
五

年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
森
林
の
喪
失

は
年
間
一
、
三
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
す
が
、
造
林
地
の
増
加
や
耕
作
放

棄
地
の
林
地
化
に
よ
っ
て
森
林
が
増

加
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
喪
失

と
増
加
を
相
殺
し
た
全
体
と
し
て
の

森
林
減
少
は
年
間
九
百
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。
こ
れ
は
日
本
国
土
の
４
分

の
一
に
当
た
り
、
減
少
速
度
は
依
然

と
し
て
大
き
い
の
で
す
が
、
一
九
九

〇
年
か
ら
九
五
年
の
森
林
減
少
で
あ

る
年
間
一
、
一
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

よ
り
格
段
に
小
さ
く
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
一
九
八
〇
年
代
の
森
林

減
少
が
、
一
、
三
一
〇
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、FA

O

は
世
界

の
森
林
資
源
減
少
速
度
が
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
い
ま

す
。（

町
林
業
懇
話
会
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

世
界
の
森
林
資
源

若齢木

〃

〃

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

5,200

4,400～4,900

3,216

1,622

1,515

若齢木の間伐材の出品で単価を下げたが、その他は
材質に応じた取引。
量産工場の参加がないため12％と低調。

（
平
成
十
三
年
十
二
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
二
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
44
32
76

平均体重
290kg
269kg
281kg

平均価格
305,049円
246,192円
280,267円

kg当単価
995円
863円
969円

去　勢
雌

金　額
499,800円
589,050円

父
美津福
平茂勝

母の父
北国7の8
神高福

母の祖母
菊　安
第20平茂

大沼　孝昭（蔵新田）さんの作品です。



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,426 

2,579 

5,005 

1,388

－  5 

－  2 

－  7 

1

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

4 

8 

4 

6

26 

46 

69 

136

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

8 

0 

0 

0 

0 

0

4 

140 

15 

0 

23 

1 

8

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  
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北
海
道
か
ら
中
部
地
方
、
九
州
、
四
国
の
山
地
、
林
縁
な
ど
に

生
え
る
多
年
草
で
、
根
は
白
色
の
紐
状
で
横
に
の
び
ま
す
。
茎
は

割
合
に
太
く
、
高
さ
は
20
〜
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
葉
は
濃
い
緑

色
を
し
て
互
生
し
、
縁
が

波
形
に
縮
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
楕
円
形
の
葉
身
に

は
２
〜
５
本
の
は
っ
き
り

し
た
葉
脈
が
あ
り
ま
す
。

５
〜
６
月
、
茎
頭
に
花
柱

を
た
て
、
紅
紫
色
の
や
や

こ
み
合
っ
た
美
花
を
つ
け

ま
す
。
こ
の
花
も
、
美
し

く
目
立
つ
が
故
に
乱
獲
さ

れ
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な

で
郷
土
の
自
然
を
本
気
に

な
っ
て
守
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

４� 仕事始め
町政座談会

（老方分館 老方館 13:30）
５� 町政座談会

（袖山分館 袖山館 9:30）
（宿分館 高瀬館 13:30）

６� 消防出初式
７� 町政座談会

（法内分館 克雪管理セン
ター 9:30）
（住吉分館 住吉館 13:30）

８� 町政座談会
（蔵分館 大蔵館 9:30）
（玉米分館 玉米会館 13:30）
予防接種（個別・三混）

10� 機能訓練教室
11� 乳児健診
14� 成人の日
15� 小中学校始業式

幼児健康相談
16� 食生活改善講習
17� 議会全員協議会
22� 健康大学

寿大学
23� ２歳児健診
28� 機能訓練教室
2/1� 乳児健診

東
由
利 

ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ

（
ラ
ン
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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（
11
月
27
日
〜
12
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
京
宿
小
会
、小
笠
原
米
吉
さ
ん（
秋
田
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

遠
藤
重
和
さ
ん
（
本
荘
市
）、
小
松
晴
子

さ
ん
（
新
町
）、
小
松
昇
さ
ん
（
田
代
）、

小
松
サ
エ
さ
ん
（
新
町
）、
畑
山
昌
子
さ

ん
（
島
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

〈11／1～30〉

（ ）は前月比

皆さん、明けましておめでとうございます。去年はど
んな年でしたか。私は、四月に就職して広報係に。正直
きついなと思いながらも、多くの人に出会い、助けられ
なんとかここまできました。働くって本当に大変なこと
ですね。そういえば数年前、働くことについて「人は皆、
自分の持っている旗(はた)を少しでも楽(らく)にするた
めに頑張るんだ」と言われたことがあります。旗とはそ
れぞれに与えられた責任や使命のこと。怠けていればま
すます旗は重くなり辛いものになるし、頑張ればその分
楽になり、どんどん楽しくなる。社会人になった今その
意味が良く分かります。今年もこの言葉を胸に一生懸命
頑張りますので応援よろしくお願いします。(武)

老方地内の前堤でひときわ目をひくビッグツリー。噂
には聞いていたけれど初めて見たときはあまりの美しさ
に感動し、思わずカメラのシャッターを切りました。
これは平成2年から毎年、弁天島ほたるの会（阿部清

太郎会長）が設置しているもので、今年は1月の14日ま
で点灯される予定です。寒い雪の夜に放つ幻想的な光を
見ていると、なんだか温かい気持ちになりますね。

（広報担当）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

12
／１
小
　
松
　
雄
　
一
さ
ん

）
八

日

町

佐
々
木
　
み
ど
り
さ
ん

象

潟

町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

11
／28
小
松
　
義
和
さ
ん
（
52
）
晴
　
子
・
夫
・
新
　
町

11
／27
福
田
　
末
造
さ
ん
（
98
）
清
　
一
・
祖
父
・
下
　
通

11
／28
畑
山
　
昭
一
さ
ん
（
74
）
エ
ヱ
子
・
夫
・
　
島

12
／４
小
野
　
信
夫
さ
ん
（
47
）
京
　
子
・
夫
・
高
　
屋

12
／13
長
谷
山
　
茂
さ
ん
（
84
）

進
　
・
母
・
湯
出
野

12
／15
小
松
イ
ク
エ
さ
ん
（
87
）
幸
　
円
・
母
・
東
光
苑

（
11
月
21
日
〜
12
月
20
日
届
出
）

表
紙
の
絵

伊

東
　

隆
さ
ん
（
蔵
新
田
）


